
「都立専門高校 技能スタンダード」について

　　❖　社会が求める専門的な技術・技能の確実な習得

　　❖　有用な資格・検定の取得の促進

２　技能スタンダードの「ねらい」

(１)　都教育委員会は、次の目標を明示   (農業、工業、商業の各学科について策定)

　①　技能スタンダードⅠ（技術・技能編） (別紙を参照）

　　   生徒に在学中に習得させる、専門分野に関する主な技術・技能の目標

　②　技能スタンダードⅡ（資格・検定編） (別紙を参照）

   　   生徒に在学中の取得を推奨する、主な資格・検定
 
(２)　各専門高校は「都立専門高校技能スタンダード（Ⅰ・Ⅱ）」を基に、
     　具体的な目標として「自校の技能スタンダード（Ⅰ・Ⅱ）」を作成

(３)　各専門高校は、校内で組織的・統一的・効果的な学習指導を実施し、
　    生徒の技術・技能の確実な習得及び資格・検定の取得を促進

３　内　容

５　今後の取組

４　技能スタンダードに基づく「学習指導の流れ」

⇒ 生徒一人一人の
    能力の伸長、専門性の向上

　

 　　  生徒の専門性の向上を図るため、専門高校において身に付けるべき技術・技能を明らかに

 　 します。その上で、各校が、効果的な指導体制を構築して学科や科目の特色に応じた有用な

  　資格の取得を促進するなど、社会が求める専門的な技術・技能を確実に習得させ、就職や

  　進学につなげていきます。　 （都立高校改革推進計画(平成24年2月） 53頁）

1　都立高校改革推進計画

○推進校           ：  学習指導の充実、技術・技能の習得の確認・評価、取組の検証

○都教育委員会 ：  取組の検証、技能スタンダード（農業、工業、商業）の改定、
　　　　　　　　　　　　  他の職業学科（家庭、福祉、産業）の技能スタンダードの作成

【都立高校学力スタンダードとの関係】

　 資格・検定の
　 学習・取得

技能スタンダードⅡ
　（資格・検定編）

　 　専門的な
技術・技能の習得

技能スタンダードⅠ
 　（技術・技能編）

　 　専門的な
知識・理解等の習得

  学力スタンダード
 　（専門基礎科目）

普通科目の
知識・理解等の習得

  学力スタンダード
（５教科）

25年度　都立専門高校技能スタンダード推進校において取組を推進

26年度　推進校において取組を改善実施

27年度　全ての専門高校（職業学科）において実施

農業科  農芸高校、 農業高校

工業科  総合工科高校、 杉並工業高校、 荒川工業高校、 墨田工業高校、 府中工業高校

商業科  芝商業高校、 第四商業高校、 荒川商業高校

25年度推進校（10校）

都立専門高校
技能スタンダード
　　（Ⅰ・Ⅱ）

○○高校○○学科
技能スタンダード
　　（Ⅰ・Ⅱ）

  組織的・効果的な指導の充実

    ・技術・技能の習得学習
　  ・資格・検定の学習

●実習時等における定着の確認

　実習の単元ごとに、どの技術・技能を習
得させるかを明らかにした上で指導を行
い、実習の終了時等において、当該技術・
技能の定着について、課題の提出や実技
の確認などによって一人一人確認・記録

●資格・検定の受験による、定着の確認

  　　  都教委からの支援
 （指導助言、経費の一部支援）

習得が不十分な
生徒に対し、繰り
返し指導するとと
もに、指導方法
を工夫改善



別 紙

①　技能スタンダードⅠ（技術・技能編）　＜抜粋＞

☆☆ ☆☆☆

基礎 標準 応用 発展

レポートの
作成など

・実験・実習の経過を適切に記録するこ
とができる。

・実験・実習の記録を報告書にまとめる
ことができる。 ○課題研究

○実習　等

食品製造

・クッキー、ジャム類、うどん、マヨネー
ズなどの食品を安全に製造、製品化す
ることができる。

・発酵パン、菓子パン、スポンジケー
キ、豆腐、饅頭を安全に製造、製品化
することができる。

・商品のイメージに合った包装を検討す
ることができる。

・原価計算、価格設定、製造工程の見
直しなどの課題を解決しながら商品化
の研究をすることができる。

微生物利用

・光学顕微鏡の正しい操作ができる。
・微生物の移植、培養ができる。
・総菌数の測定ができる。

・食品・自然界から微生物の分離・培養
ができる。
・生菌数の測定ができる。

・微生物の代謝生産物に関する実験が
できる。

・微生物の同定実験ができる。

電気工事

・屋内配線器具の種類に応じて、電線
の加工ができる。
・圧着工具を使用して、電線相互の接
続ができる。

・屋内配線工具を使用して、屋内配線
用器具に接続するための電線の切断・
加工ができる。

情報

・ネットワークケーブル（LANケーブル)を
作ることができる。

・HUBを使ってネットワークを構成するこ
とができる。

・簡単なネットワークを構築することが
できる。

・サーバを構築することができる。

マーケ
ティング

分野

広告と
販売促進

・基本的なビジネスマナーを身に付け、
ＴＰＯをわきまえた対応を行うことができ
る。

・広告作成、ディスプレイ方法や包装技
術、接客方法などを身に付け、店舗や
商品と関連付けて考察することができ
る。

・自ら発見した課題に対する解決策を
考えレポートにまとめたり、外部機関と
連携して店舗や広告に対する提案を
行ったりすることができる。

・課題研究や模擬株式会社などの活動
を通して、実際の店舗運営を行ったり、
広告・宣伝業務や商品企画業務を請け
負ったりすることができる。

会計分野 記帳

・３伝票制により取引を起票できる。

・株式会社会計における取引を記帳す
ることができる。

・５伝票制により取引を起票し、仕訳集
計表を作成できる。
・連結会計による、一括取得・支配権獲
得日の仕訳ができる。

・連結会計やキャッシュ・フロー会計な
ど、進んだ会計実務にかかる取引を記
帳することができる。

・税効果会計や外貨換算会計などのさ
らに進んだ会計実務にかかわる取引を
記帳することができる。

②　技能スタンダードⅡ（資格・検定編）　＜抜粋＞

Ａ Ｂ Ｃ 参考

すべての生徒に目指させる 多くの生徒に目指させたい 学校によって又は生徒の関心によって取り組む さらに学習を深めたい場合

農業科 日本農業技術検定３級　☆ 食品衛生責任者講習　☆ 日本農業技術検定２級　☆☆

第二種電気工事士 ☆ 第一種電気工事士 ☆☆

第三種電気主任技術者 ☆
（理論・法規 科目合格）

第三種電気主任技術者 ☆☆
（電力・機械 科目合格）

第二種電気主任技術者 ☆☆☆

工事担任者 DD第三種　☆ 工事担任者 ＤＤ第二種 ☆☆ 工事担任者 ＡＩ・ＤＤ総合種 ☆☆☆ 電気通信主任技術者 ☆☆☆

全商経済検定３級　☆
日商販売士検定３級　☆
全商商業経済検定１級　☆

日商販売士検定２級　☆☆

全商簿記実務検定３級又は２級　☆
日商簿記検定３級　☆
全商簿記実務検定１級　☆

日商簿記検定２級　☆☆ 日商簿記検定１級　☆☆☆

○食品製造
・食品の特性と加工
・食品加工と衛生管理
・機械と装置の利用
・食品製造の実践
○微生物利用
・微生物の分離と培養
○農業と環境
○総合実習　等

○電力技術
 ・送電、配電
 ・自家用発電所と屋内配線
○通信技術
 ・有線通信システム
 ・データ通信とネットワーク
○工業技術基礎
○実習　等

○広告と販売促進
・店舗の立地と設計
・販売活動
○簿記
○財務会計Ⅰ
○財務会計Ⅱ
○ビジネス基礎
○総合実践　等

商業科

マーケティング分野

会計分野

○課題研究
 ・職業資格の取得

食品系

工業科 電気・電子系

食品系

商業科

・屋内配線図に従い、実際的に電気配線ができる。

(注）　①技能スタンダードⅠ（技術・技能編）の☆～☆☆☆の学習等を踏まえ、②技能スタンダードⅡ（資格・検定編）の各資格・検定（☆～☆☆☆）の学習を通して、知識・技術・技能の定着、実践力の深化を図る。

【参考】学習指導要領
　　　　　（抜粋）

☆

工業科
電気・
電子系

・実験・実習の成果を論文としてまとめることができる。

共通

【参考】学習指導要領
　　　　　（抜粋）

農業科
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